
成 績 優 秀 な ５ 者 に 栄 誉成 績 優 秀 な ５ 者 に 栄 誉成 績 優 秀 な ５ 者 に 栄 誉成 績 優 秀 な ５ 者 に 栄 誉　
県 鹿 島 港 湾 事 務 所 （ 寺 家 喜 重 所 長 ） は ９ 日 、 ２

０ ２ １ 年 度 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰 式 を 挙 行 し た 。 昨年 度 完 成 し た

5 0件 の 工 事 の 中 か ら 特 に 優 秀 な 成 績

で 完 成 さ せ た ５ 者 を 表 彰 。 そ の 技 術 を た た え た 。

況 。  ま た 、  足 元 が 暗 い と い った 声 も あ る た め 、 改 善 が 必要 と な っ て い る 。  工 事 で は 、老 朽 化 し た 既 存 の 照 明 を ライ ン 型 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 （ 約 １ ９０ 基 ） に 更 新 す る 予 定 だ 。　
Ｌ Ｅ Ｄ 化 に よ り 、 ト ン ネ

ル 内 の 照 度 を 確 保 す る と とも に 、 調 光 ・ 調 色 で き る よう に す る こ と で 、 魅 力 向 上を 図 っ て い く 。 実 施 設 計 は本 年 度 ㈱ 三 上 建 築 事 務 所（ 水 戸 市 ） に 委 託 。

　
大 子 町 は 、 利 用 者 の 安 全

確 保 の た め 、 袋 田 観 瀑 施 設ト ン ネ ル 内 の 照 明 改 修 工 事を 行 う 。 新 年 度 の 当 初 予 算案 で は 、 工 事 費 に １ 億 ２ ３５ ３ 万 円 を 配 分 。 第 １ 四 半期 中 に 一 般 競 争 入 札 を 公 告し 、 ６ 月 の 議 会 定 例 会 で 工事 契 約 に 係 る 議 案 を 提 出 する 考 え 。　
担 当 課 に よ る と 、 照 明 は

湿 気 で 劣 化 す る の が 早 く 、更 新 時 期 を 迎 え て い る 状

　
同 事 務 所 の 技 術 者 表 彰 式

は 、 今 回 が 初 め て の 開 催 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症の 拡 大 防 止 に 配 慮 し 、 表 彰状 の 授 与 と 記 念 撮 影 の み行 っ た 。  さ ら に 消 毒 や 検 温 、ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス の　
結 城 市 は 、 市 道 ０ １ １ ５

号 線 （ 東 茂 呂 地 内 ） の 拡 幅工 事 に 向 け 、 新 年 度 は 用 地買 収 、 測 量 調 査 な ど を 実 施す る 予 定 だ 。 詳 細 設 計 は ㈱栃 木 測 量 設 計 結 城 支 店 （ 結城 市 ） が 担 当 。

2 1年 度 中 に

設 計 を ま と め 、 工 事 に 向 けた 準 備 を 推 進 し て い く 。 当　
工 事 は 年 度 内 完 了 を 目 指

す が 、 観 光 客 が 多 く 訪 れ る紅 葉 シ ー ズ ン は 実 施 で き ない た め 、 着 工 時 期 や 工 期 につ い て は 今 後 関 係 者 と も 協議 す る こ と と し た 。　
ト ン ネ ル は １ ９ ７ ９ 年 に

完 成 。  延 長 は 約 ２ ８ ０ ｍ で 、高 さ ３ ｍ 、 幅 員 が ４ ｍ 。 奥に は 第 １ 観 瀑 台 が 設 置 さ れて い る ほ か 、 第 ２ 観 瀑 台 につ な が る エ レ ベ ー タ ー も ある 。　
な お 予 算 案 で は 、 工 事 費

の ほ か 監 理 業 務 の 委 託 料 とし て ２ ７ ５ 万 円 を 措 置 した 。

入 札 参 加 に 向 け た 環 境 整 備や 技 術 習 得 に つ い て 、 準 備を 呼 び 掛 け て い る 。　
電 子 入 札 シ ス テ ム を 利 用

す る に は 、 電 子 証 明 書 （ ＩＣ カ ー ド ） の 取 得 と シ ステ ム へ の 利 用 者 登 録 が 必要 。 操 作 や 接 続 確 認 、 事 前準 備 な ど に 関 す る 問 い 合 わせ は 、 い ば ら き 電 子 入 札 共同 利 用 の ヘ ル プ デ ス ク （ 電話 ０ ２ ９

－ ３ ０ ５

－ ３ ０ ２

１ 、 工 事 ／ コ ン サ ル 専 用 ）ま で 。　
運 用 基 準 な ど の 問 い 合 わ

せ は 、  総 務 課 契 約 検 査 室  （ ０２ ９ ３

－

4 3

－ １ １ １ １ ）  。

＝

3 1国 補 高 潮 第

3 1ー

0 6

－ ４

２ ８

－ Ａ

－ ０ ０ ２ 号 日 川 海

岸 高 潮 施 設 嵩 上 工 事 （ そ の２ ）  （ 神 栖 市 北 浜 、 鹿 島 港 ）　
■ 越 川 勝 浩 （ 司 建 設 ㈱ ）

＝

3 1国 補 津 波 第

3 1ー

0 6

－ ４

１ ６

－ ０

－ ０ ０ ４ 号 航 路 護

岸 整 備 工 事 （ ２ 工 区 ）  （ 神栖 市 波 崎 、 波 崎 漁 港 ）　
■ 茂 木 充 史 （ 水 郷 建 設

㈱ ） ＝

3 1国 補 高 潮 第

3 1ー

0 6

－ ４ ２ ８

－ Ａ

－ ０ ０ ８ 号 日

川 海 岸 高 潮 施 設 地 盤 改 良 工事 （ 神 栖 市 北 浜 、 鹿 島 港 ）の 削 減 を 図 る た め 、 体 育 館の 照 明 器 具 を Ｌ Ｅ Ｄ 化 す るも の 。 各 校 と も 水 銀 灯

2 0基

が 対 象 で 、 工 期 は 約 ２ カ 月 定 し て い る 。　
市 の 南 北 を 結 び 、 主 要 地

方 道 を 補 完 す る 幹 線 道 路で 、 江 川 北 小 学 校 、 結 城 南中 学 校 の 通 学 路 と し て も 利用 さ れ て い る 。 経 年 劣 化 によ る 路 面 損 傷 も 激 し い た　
北 茨 城 市 は 、 電 子 入 札 の

対 象 案 件 を 拡 大 し 、 ４ 月 から 原 則 と し て 建 設 工 事 と 建設 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 に 係る 全 て の 案 件 を 対 象 と す

確 保 な ど の 対 策 を 講 じ た 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。　
■ 鏑 木 大 輔  （ 鏑 木 建 設 ㈱ ）

＝

3 1国 補 津 波 第

3 1ー

0 6

－ ４

１ ６

－ ０

－ ０ ０ ５ 号 航 路 護

岸 整 備 工 事 （ ３ 工 区 ）  （ 神栖 市 波 崎 、 波 崎 漁 港 ）　
■ 荻 和 幸 （ 常 総 開 発 工 業

㈱ ） ＝

3 1国 補 波 広 第

3 1ー

0 6

－ ０ ５ ８

－ Ａ

－ ０ ０ ６ 号 西

防 波 堤 ケ ー ソ ン 製 作 工 事（ 神 栖 市 波 崎 、 波 崎 漁 港 ）　
■ 星 越 大 希  （ 幸 武 建 設 ㈱ ）

初 予 算 案 で は 、 事 業 費 ４ ９０ ０ 万 円 を 計 上 し た 。　
計 画 延 長 は 約 ９ ５ ０ ｍ 。

現 道 幅 員 は 約 ４ ・ ５ ～ ６ ・６ ｍ 。 こ れ を 約 ８ ｍ に 拡 幅し て い く 予 定 だ 。 事 業 期 間は 、

2 1年 度 か ら ５ カ 年 を 想

　
高 萩 市 は 新 年 度 、 小 ・ 中

学 校 施 設 整 備 事 業 と し て 、秋 山 小 学 校 （ 島 名 ２ １ ６１

－ １ ） お よ び 秋 山 中 学 校

（ 高 萩 ２ ７ ３ ） 体 育 館 の 照明 改 修 工 事 を 行 う 。 当 初 予算 案 で は 、 秋 山 小 体 育 館 の工 事 費 に ３ ３ ３ 万 ８ ０ ０ ０円 、 秋 山 中 体 育 館 の 工 事 費に は ２ ９ ０ 万 ４ ０ ０ ０ 円 を措 置 。 工 事 は 第 １ 四 半 期 中に 指 名 競 争 入 札 で 発 注 す る見 通 し 。　
事 業 は エ ネ ル ギ ー 消 費 量

を 見 込 む 。  設 計 に つ い て は 、市 教 育 総 務 課 が ま と め た 。　
な お 本 年 度 に 実 施 し た 高

萩 小 お よ び 高 萩 中 体 育 館 の照 明 改 修 工 事 は 、 い ず れ も㈲ 戸 祭 電 気 商 会 が 受 注 。 ２０ ２ ３ 年 度 は 残 り の 東 小 学校 な ど で 工 事 に 取 り 掛 かる 。 め 、 道 路 改 良 工 事 に よ り 通学 児 童 ・ 生 徒 の 安 全 確 保 、地 域 間 交 通 の 円 滑 化 、 利 便性 の 向 上 な ど を 図 っ て いく 。　
事 業 費 の 内 訳 は 、 物 件 移

転 補 償 費 に ２ ７ ３ ５ 万 ８ ００ ０ 円 、 用 地 購 入 費 に ９ ５０ 万 円 、 測 量 調 査 委 託 料 に８ ０ ０ 万 円 、 不 動 産 鑑 定 委託 料 に ２ １ ４ 万 ２ ０ ０ ０円 、 物 件 補 償 調 査 委 託 料 に２ ０ ０ 万 円 な ど 。る 。 市 で は 、 ２ ０ ２ １ 年 ６月 か ら 「 い ば ら き 電 子 入 札共 同 利 用 」 に よ る 電 子 入 札シ ス テ ム に 参 加 し 、 建 設 工事 等 の 電 子 入 札 を 実 施 。 拡大 に よ り 、 建 設 工 事 は 予 定価 格 １ ３ ０ 万 円 （ 税 込 み ）以 上 、 建 設 コ ン サ ル タ ン ト業 務 は 予 定 価 格

5 0万 円 （ 税

込 み ） 以 上 が 対 象 と な る 。　
紙 入 札 に つ い て は 、 や む

を 得 な い 事 由 が あ る と 認 めら れ た 場 合 の み 。 市 は 電 子

茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 3 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

農 家 に 配 慮 し き め 細 や か な 施 工

茨 城 県 県 西 農 林 事 務 所 長 受 賞

　 こ の 度 、 令 和 3  年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 表 彰 を 受 賞 さ れ た 皆 様 方 に は 、 心 か ら お 祝 い 申 し 上 げ

ま す 。 受 賞 さ れ た 4  名 の 皆 様 は 令 和 2  年 度 に 完 成 し た 工 事 の 中 で 、 施 工 や 品 質 、 出 来 映 え に お い

て 特 に 優 れ た 成 績 を 挙 げ ら れ た 技 術 者 で ご ざ い ま す 。

　 土 地 改 良 事 業 に お い て は 、 関 係 す る 農 家 の 方 々 か ら 直 接 的 な 負 担 を 頂 き 、 農 家 の 私 有 財 産 で あ る

農 地 等 を 対 象 に 工 事 を 実 施 し て お り ま す 。 こ の た め 、 建 設 業 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、 農 家 の 方 々

に 配 慮 す る こ と は も と よ り 、 き め 細 や か な 施 工 を し て い た だ い た こ と に 深 く 感 謝 の 意 を 表 す る も の

で あ り ま す 。

　 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 に は 、 今 後 も 一 層 の 技 術 研 鑽 に 努 め ら れ 、 県 西 地 域 の 農 業 農 村 の 発 展 の た め 、

ま す ま す ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 西 農 林 事 務 所

所 長 　 中 村 　 　 修

　
■ 県 西 農 林 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 農 業 用 河 川 工 作 物 応 急 対 策 事 業 茂 田 堰 地 区 堰 右 岸 土 木 工 事

代 表 取 締 役 柴 　 　 　 直 　 樹

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 齋 　 藤 　 友 　 輔

〒 3 0 8 － 0 0 0 4 　 茨 城 県 筑 西 市 国 府 田  1 3 4 6 － 2

T E L 0 2 9 6 － 2 2 － 3 0 5 7

F A X 0 2 9 6 － 2 4 － 4 6 4 8

■ 県 西 農 林 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 西 田 2 期 地 区 第 1 0 工 区 小 用 水 路 工
事

代 表 取 締 役  入 　 田 　 好 　 正

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 堀 　 江 　 幸 　 司

〒 3 0 8 － 0 0 4 1 　 茨 城 県 筑 西 市 乙  8 3 6

T E L 0 2 9 6 － 2 5 － 0 0 0 5

F A X 0 2 9 6 － 2 4 － 2 2 7 2

株 式 会 社 ワ イ エ ス ケ イ
（ 特 定 建 設 業 ） 土 木 ・ 建 築 ・ 造 園

■ 県 西 農 林 ・ 境 土 地 改 良 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 尾 崎 北 部 地 区 用 水 機 場 フ ァ ー ム ポ ン ド
工 事

代 表 取 締 役 社 長  大 　 橋 　 一 　 博

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 横 　 島 　 義 　 勝

〒 3 0 6 － 0 1 2 5 　 茨 城 県 古 河 市 仁 連  1 3 4 7  番 地

T E L 0 2 8 0 － 7 6 － 1 3 3 1

F A X 0 2 8 0 － 7 6 － 5 8 0 5

優 秀 な 技 術 を も っ て

農 業 農 村 整 備 を 推 進

　
建 設 業 界 に 入 っ た き っ か

け は 、 地 元 の 先 輩 に 誘 っ ても ら っ た こ と 。 前 職 で も 建設 関 係 の 営 業 と し て 勤 め てい た 大 久 保 さ ん は 、 以 前 から 交 流 の あ っ た 田 林 幹 夫 社長 の 「 建 設 業 界 に 新 し い 風

を 入 れ た い 」 と い う 言 葉 に感 銘 を 受 け 、 営 業 職 と し て㈱ た ば や し へ 入 社 し た 。　
高 校 卒 業 後 、 就 職 し た ば

か り の 頃 は 、 建 設 業 界 の 右も 左 も わ か ら な い 上 に 、 人と 話 す こ と が 苦 手 だ っ た と

舞 わ れ た 時 、 前 の 職 場 で ボラ ン テ ィ ア 活 動 を し た こ とも 印 象 に 残 っ て い る と いう 。 道 路 が 抉 れ 、 下 水 も 破裂 し て い た 状 態 の 町 で 、 パイ プ の 搬 入 な ど の 作 業 を 行う う ち 、  「 建 設 業 は 困 っ てい る 人 の 力 に な れ る 仕 事 なの だ 」 と い う 実 感 を 得 た 。　
田 林 社 長 と は 、 前 職 の 頃

か ら の 顔 見 知 り 。  社 長 の  「 若い 人 の 意 見 も 取 り 入 れ る 」「 積 極 的 に 意 見 を 出 し て ほし い 」  と い う 言 葉 に 惹 か れ 、入 社 を 決 意 し た 。 今 は 、 社長 の 右 腕 と し て 活 躍 す る こと を 目 標 に 、 仕 事 を 覚 え つつ 資 格 試 験 の 勉 強 な ど に 力を 注 ぐ 。  「 こ れ か ら 勉 強 を続 け て い っ て 、 会 社 に 貢 献し た い 」 と 語 っ た 。

い う 。 た く さ ん の 人 と 関わ っ て い く う ち 、 建 設 業 の偉 大 さ を 実 感 し た 。　 「 た だ の 更 地 だ っ た 場 所に 高 級 マ ン シ ョ ン が 建 っ たり 、 古 い 木 造 の 家 が 綺 麗 にリ フ ォ ー ム さ れ る 様 子 を 見て 、 人 の 手 で こ ん な こ と がで き る の か と 、 感 動 し た 」と 当 時 の 思 い を 語 る 。　
ま た 、 常 総 市 が 水 害 に 見

　
１ ９ ９ ４ 年 ８ 月

2 6日 生 ま

れ 。

2 7歳 。 八 千 代 町 出 身 。

県 立 八 千 代 高 等 学 校 卒 。 今年 １ 月 、 た ば や し に 入 社 した 。 趣 味 は 格 闘 技 と フ ッ トサ ル 。 小 学 校 の 頃 か ら 柔 道を 続 け て い る 。 身 体 を 動 かす こ と は も ち ろ ん 、 ス ポ ーツ 観 戦 も 好 き 。

－
－

　 ♦
　

－
－

　 ♦
　

－
－

人 の 力 に な れ る 仕 事
株 式 会 社 た ば や し 大 久 保 亮 太  さ ん

建 設 業 の 未 来 を 担 う

我 が 社 自 慢 の 若 手 社 員我 が 社 自 慢 の 若 手 社 員

さ く ら 屋
お 弁 当 メ ニ ュ ー

3 / 1 4 （ 月 ） ～ 3 / 1 8 （ 金 ）
土 曜 日 は 日 替 り の み と な り ま す

ご 予 約 ・ お 問 い 合 わ せ は

☎  0 2 9- 2 3 3- 3 3 1 0

日 替 弁 当
6 0 0 円

ワ ー ル ド 弁 当
（ チ キ ン ド リ ア ）

6 0 0 円

カ レ ー
（ 大 豆 と チ キ ン の カ レ ー ）

6 0 0 円

お 肉 弁 当
（ 豚 丼 ）

6 0 0 円

県 鹿 島 港 湾

技 術 者表彰

完 成

5 0件
か

　
　
ら 輝 く 受 章

袋 田 の 滝ト ン ネ ル

 １ 四 半 期 に 一 般 公 告

1. 2億 で Ｌ Ｅ Ｄ 照 明

大 子 町

結 城 市

 市 道 ０ １ １ ５ 号 線 拡 幅

用 買 と 測 量 調 査

な
　

　
ど 着 手

高 萩 市 ／ 秋 山 小 中 学 校

第 １ 四 半 期 に も 指 名

体 育 館 の 照 明 改 修

４ 月 か ら 全 て の 案 件 で

「 電 子 入 札 」  対 象 拡 大

北 茨 城 市
来 構 想 」  「 計 画 推 進 の 基 本方 針 」  「 基 本 計 画 」  「  『 挑 戦す る 県 庁 』 へ の 変 革 」 で 構成 。 将 来 構 想 は ２ ０ ５ ０ 年ご ろ を 展 望 し 、 基 本 計 画 は

2 2～

2 5年 度 を 計 画 期 間 と す

る 。　
基 本 計 画 は  「 活 力 が あ り 、

県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 」 の実 現 に 向 け た ４ つ の チ ャ レン ジ を 設 定 。 こ の う ち 「 新し い 豊 か さ 」 へ の チ ャ レ ンジ で は 、 新 規 開 発 に よ る 産業 用 地 に つ い て 、 ４ 年 間 の累 計 で ２ ０ ０

 

h a以 上 の 面

積 を 確 保 す る と し て い る 。

　
２ ０ ２ １ 年 度 第 ４ 回 県 総

合 計 画 審 議 会 （ 会 長 ＝ 吉 田勉 常 磐 大 学 総 合 政 策 学 部 法律 行 政 学 科 長 ・ 教 授 ） が

1 0

日 に 県 庁 で 開 か れ 、 答 申 案が 承 認 さ れ た 。

2 3日 予 定 の

第 ５ 回 審 議 会 後 、 大 井 川 和彦 知 事 に 答 申 し 、 ３ 月 中 に庁 議 で 決 定 す る 見 通 し 。　
第 ２ 次 県 総 合 計 画 は 「 将

第 ４ 回 総 合 計 画 審 議 会
案 承 認 、  知 事 答 申 へ

茨 城 県

（ 8 ）2 0 2 2  年 （ 令 和  4  年 ）3  月  1 2  日 　 土 曜 日


